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１１．救急行政の現状
　（１）令和3年中の出場件数は、6,471件【1日平均17件】、搬送人員は5,485人【1日平均15人】です。 
 　　 前年と比較しますと出場件数は171件の増加、搬送人員についても25人増加しました。
 　　 平成22年から増加傾向であった救急需要は、令和2年に減少に転じましたが、令和3年は大幅ではない
　　　ものの再び増加に転じました。
 　　 主な要因は、急病の件数が増加したことにあります。

　（２）心停止の社会復帰率向上のため、救急隊員が現場に到着するまでの間、その場に居合わせた人が応急
　　　手当を正しく行えるように「応急手当の普及啓発活動の推進に関する実施要領」を定め、応急手当普及
　　　啓発活動を積極的に実施しています。また、平成29年7月より、24時間営業しているコンビニエンスス
　　　トア全62店舗にＡＥＤを設置し、誰でも緊急時にＡＥＤが適切に使用できる環境を整備しました。

　　　　　　

２．救急出場状況
（１）出場件数

年＼種別 出場件数 火災 自然災害 水難 交通事故 労働災害 運動競技 一般負傷 加害 自損行為 急病 その他

平成30年 6,792 42 12 617 104 92 926 48 53 4,377 521

令和元年 6,947 50 1 8 524 105 100 947 45 74 4,536 557

令和 2年 6,300 46 0 9 496 95 71 919 39 72 4,009 544

令和3年1月 508 2 43 6 1 69 5 7 331 44

　　　　2月 463 12 1 40 11 3 53 3 6 295 39

　　　　3月 498 36 9 4 72 2 10 330 35

　　　　4月 465 3 1 39 6 5 70 3 4 298 36

5月 497 2 3 43 7 5 70 4 1 309 53

　　　　6月 550 1 2 42 12 9 81 4 357 42

　　　　7月 655 1 2 44 10 5 72 3 1 470 47

　　　　8月 647 6 35 16 3 62 4 3 449 69

　　　　9月 518 4 45 5 5 67 4 6 338 44

　　　10月 519 3 1 38 7 7 87 6 3 337 30

　　　11月 565 2 2 40 10 4 111 3 5 348 40

　　　12月 586 3 2 69 9 8 88 5 4 335 63

合　計 6,471 39 1 13 514 108 59 902 46 50 4,197 542
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（２）搬送人員

年＼種別 搬送人員 火災 自然災害 水難 交通事故 労働災害 運動競技 一般負傷 加害 自損行為 急病 その他

平成30年 5,947 7 568 104 90 826 39 34 3,763 516

令和元年 6,103 11 1 4 459 105 99 853 34 39 3,944 554

令和 2年 5,460 8 0 1 435 93 68 792 24 53 3,446 540

令和2年1月 431 30 4 1 61 2 4 286 43

　　　　2月 378 4 29 11 3 48 2 3 242 36

　　　　3月 428 31 8 4 63 7 280 35

　　　　4月 392 1 30 6 5 62 1 2 251 34

5月 445 1 34 7 5 62 2 1 281 52

　　　　6月 463 1 37 12 9 73 2 287 42

　　　　7月 566 39 10 5 66 2 1 397 46

　　　　8月 514 33 15 3 52 1 341 69

　　　　9月 426 39 5 5 58 1 4 271 43

　　　10月 442 1 33 7 7 76 5 3 280 30

　　　11月 492 36 9 4 102 4 3 294 40

　　　12月 508 58 9 8 78 3 3 287 62

合 計 5,485 6 1 1 429 103 59 801 25 31 3,497 532

（３）年齢区分別搬送人員

搬送人員 火災 自然災害 水難 交通事故 労働災害 運動競技 一般負傷 加害 自損行為 急病 その他

新生児 29 5 24

乳幼児 322 8 1 91 202 20

少  年 192 33 19 37 3 1 91 8

成  人 2,224 3 1 269 87 37 174 19 26 1,425 183

高齢者 2,718 3 1 119 16 2 499 3 4 1,774 297

合  計 5,485 6 1 1 429 103 59 801 25 31 3,497 532

（４）不搬送件数

出場件数 火災 自然災害 水難 交通事故 労働災害 運動競技 一般負傷 加害 自損行為 急病 その他

辞退(到着前) 14 1 2 11

辞退(到着後) 666 3 1 84 5 83 19 4 462 5

拒  否 70 1 7 12 1 49

明らかな死亡 96 1 4 3 11 77

他車(隊)搬送 10 2 1 1 6

傷病者無し 76 23 3 3 1 3 2 41

誤　　報
いたずら

53 4 1 1 3 1 43

その他 22 17 5

合  計 1,007 33 0 12 99 5 0 101 22 19 706 10

令和３年中

令和３年中
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（５）他市救急応援出場件数

（６）発生地域と程度別搬送人員 （７）年齢区分と程度別搬送人員

（８）病院地域別搬送人員

（９）診療科目搬送人員

51.05%

小児科

348

6.34%

747

1,350

2,23552336
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24 336

32

5,485

合　計

高  齢

2,691

合計

29

322

192

2,224

2,718

5,485

1,290

1,008

1375

加害 自損行為 急病 その他

東京都 3 2

出場件数 火災 自然災害 水難 交通事故 労働災害 運動競技 一般負傷

3 5

1

さいたま市 7 7

1

18

川口市 2 1 1

蕨  市 27 1

合  計 42 1 0 3 12 0 1 5 0 0 19 1

和光市 3 1 1

令和３年中 令和３年中

死亡 重症 軽症 その他 死亡 重症 軽症 その他中等症 中等症合計

1,030

本署管内 14 172 875 乳幼児748

新生児

444

65

50

4 2

3 254

23東部管内 14 216 1,279

8 133 520西部管内

2,539

1,809

1,105 少  年

13

2,235

程 度 合計

死亡 重症 中等症 軽症 その他 搬送人員 割合

合  計 36 523 2,691 0

市  外 2 成  人 1217

戸田市内病院 22 196 1,066 1,738 3,022 55.10%

蕨市内病院 8 32 37 77 1.40%

川口市内病院 13 163 399 329 904 16.48%

さいたま市内病院 1 75 237 143 456 8.31%

上記以外の
埼玉県内病院

31 73 31 135 2.46%

東京都内の病院 50 426 413 889 16.21%

県内・東京都
以外の病院

2 2 0.04%

合 計 36 523 2,235 2,691 0 5,485

5,485

外科 整形外科 脳外科 精神科 産婦人科 眼科

746 688 11 80 8 41 73

内科

2,800

令和３年中

令和３年中

令和３年中

割合 8.40% 13.60% 12.54% 0.20% 1.46% 0.15% 0.75% 1.33% 3.39% 0.78%

耳鼻咽喉科 泌尿器科 救命 その他 合計

人員 461 186 43
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（１）各救命講習件数及び受講者数

（２）講習受講者内訳 （３）年代別講習受講状況
修了証を発行する講習 修了証を発行する講習

（普通救命講習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、上級救命講習、普及員講習） （普通救命講習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、上級救命講習、普及員講習）

主な要因は、新型コロナウイルス感染拡大を考慮し講習を中止したことや人数制限を行ったためです。
今後においても、感染状況を考慮し講習人数の制限を行う等、感染防止対策を行い実施していきます。

令和元年 50 587 6 36

12831

受講者数
性別 在住・在勤状況

912211 2 38 33 2178

比べると減少しています。

19

16

31 12 1

156 40068 44 38

387

692

3750

平成30年

男

175 39 942 166 3854

2740

97

147

令和 2年 10 37 1 1 6

139令和 3年

30 1860 10

8141955 6 44

425

28

57

7 114

396 32 21

令和３年中

204

4 4

2

3月

195

4 33 33

3

58 1 1 10 32 4 5

受講
者数

講習
件数

7 44

合計 37 128 82 46 94 34

2月

女 市内在住市内在勤
20歳未満

平成29年 49 685 10 15 17

普及員講習

合計 4 30 19

52 758 8 18 20

4 2

1 33 4 5

2月

1 32

12月 5 19 12 7 1 1410 9

11月 2 12 625 6

5

6 5

12月

4 1 23

11月 11 31 13 18

4 6 5 1 16

10月 8 24 16 8 12 12 10月 8 4

9月 2 21 21 21 9月

7

8月 8月 10 10

7月 2 7 2 7月 1

2 25月

1 1

7 15

6月 4 10 6 4 7 3 6月 1 2 1 4 2 10

5月 4 15 10 5 13 4

3月 1 1 1 1

4月 4月

1 1

普通救命
講習Ⅱ

1月 1月

令和３年中

講習件数 合計

普通救命
講習Ⅲ

上級救命
講習

救命入門
コ－ス

受講
者数

講習
件数

受講
者数

受講
者数

講習
件数

令和3年中の救命講習は、講習件数、受講者数ともに前年と比べ増加はしていますが、過去と何年かと

３３．救命講習実施状況

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

その他の
講習

合計

講習
件数

受講
者数

講習
件数

受講
者数

講習
件数

受講
者数

講習
件数

講習
件数

受講
者数

受講
者数

講習
件数

小児救急
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